










































「研究者j と「教育者」フ「産j と f学jぅ「モード 1科学j と fモード2科学J， r教育職業入j と
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さらにう丸山講寵の後半にはす fヒッポファミリークラブ (HippoFamily Club，略耕三 fヒッポJ)
は?言語の自熱習得の方法の 1つのあり方を示唆しています.えてしてヲ 「生きる力j とか f問題解




















































になるとラ常温で燃えるそうです.条件が違うとう 「;撚えるかj に対してイエスの場合も「ノーj の
場合もあるわけです.このことを知ら主いとう薙かに大変な事故が起こることはあるんですね.酸
素マスクの機器に銅を使うとう本当に大変なやけどを韮こしてしまうそうです.だ、からといってF





































) f I村京文すイエンス Eネット理事長はう
国内の理科のNPO法人やサークノレはとても罰鎖的です.そして自分の所属するサークノレを
大切になさいます.もちろんラそれ辻?大切なことでう否定はしませんがう国内で大きくつな
がり合わないといけないと，~，っています.科学教育は.地球に生きるすべての人たちにとっ
てうもっとも重要記ものだと患っています.これはヲ教員という職種の入だけに任せていては
いけ会い仕事です.すべての人々がうすべての人々のためにう生き甲斐を感じてやれる仕事で
もありう遊びでもあります.
と言われました.楽しみながらヲ横のネットワークを広げていくなら;えそれはもっと素晴らしい経
験交流の場を提供するはずです.学校教育の無人と教育搭差の拡大を嘆く物理学会員はけっこう多
いこと辻確かです.
この萌究会に参却できなかったある高校の先生からは、
高校の理科教育で気になっていることはうかつては物理う北学ヲ生物ラ地学とバランスをとっ
て教えられていたものがラ地学は消滅しラ物理も縮小しう化学ラ生物も簡単になりすぎ?まと
もに教わらずに f高等教育j が終わってしまうことです.地球環境の問題などうすべての分
野が必要なはずでう考えられずう理解できずう対処できないような f教育」にyなっているよう
です.教科に関してう分け方など志、意的なものであってう本来の学問はもっとつながってい
るF共通性う普遍性があるんだとラ学生達には力説するのですがう設らにとってう教科が違え
ばまったく到のもののようです.これは拡が少々解説しても‘彼らの酉定観企を変えるのは宅
かなり難しいことです.また‘高校で「放射線Jr放射能j のしっかりした概念を学習させる
べきではないかと思います.
というご意晃もいただきました.科学を基礎にした思考の司1諌辻ラ私たちが行動するときの大切な
力となりますー
物理学会でもラこうした問題に関心を持ちラ何とかしたいと思っている人は結構いるのです.しか
しうそれが?世論として結集されうシステムを変えるような力として結実しないでう 1~人的な努力 iこ
終わるのではう矛震を解決することはできないのです.厳しいことを言えばラグルーフ。内で、関じた世
界を作る領向はラどこから来るのかラその原因とう科学教育が科学としての未熟さと繋がっているの
かもしれないとうしザ気がしています.
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8.教警にルネッサンスを
数学教育の重要性を訴えう基礎学力の低下が著しい現状を変えようという動きがかなり浸透しラ学
校教育に反映されているというとしづ西村和雄京大経済研究所長の講演に感認を受けた参加者は多
かったと思います.そこで、印象的だったのはうつい心構えの問題にすり替えうシステムを変えるため
の道筋を明確にして来なかったので、は記かったことでしょうか.
人間の行動を変えることはできないが?システム・環境を変えることはできる
としサ社会科学者としての確たる姿勢を示した西村講演はヲ科学の方向性を熟産して行動に移すと
いう指針の大切さを強く印象付けてくれました. r分数のできない大学生j を読まれた方は多いと
思いますがうその著書を出張された一番の患いがどこにあったのか?それがよく理解できました.こ
れからラ教育のルネッサンスに向けてうこの経験からしっかり学んでF指針を探っていきたいもの
です.
9.企業と大学の関環
今回の丸山講演はラ 1つの新しい提点を提示してくださいました.私自身うそれまでう企業と大学の
連携で新しい製品開発を行う場合ラヲーダーが企業人ということには大変器具を持っておりました.
事実う大学院生を抱えている大学がラ企業連携をして開発事業を行うとうドクター論文やマスター
論文の発表会にラ真っ自のグラブが出てくることがよくあるのだそうです.企業にとっては商品開
発は特許最得が企業利益を保証するのですがう大学では原間的にう成果を発表し公開することが奨
励されます.この矛君が生じるので，ある大学ではうガイドラインをつくりヲ少なくとも教育の段階
にある学生には企業との連携の仕事には組み入れ会いということにしたそうです.しかし?それで
話が済むとも思えません.こうした現象を見るに付け?科学の発展のためにはさんがくれんけいは
まずいという印象がありましたう企業がリーダーでは科益を匠的とする以上ヲ大学との理念と合わ
ないではないかうと患い続けていたのです.しかし，役割分担といううまいビジネス模型を作ってう
さらにものづくりのなかにヲ知的人材を活用する道を覆極的に見つけるべきだということ?それを
fバトンタッチゾーンj というそデ、ノレで、試行していることに感銘を受けましたう
10.ネットワーク守電子化の進んだ現代の軒学教育のイノベーション
喜多さんの言い方を引用すると， r落語からディズニー挟酉へj という象徴的なこと廷でラこれを
言い表されました.黒板に書いて教室で教えるという従来のタイプの授業が中心で、あった時代からう
オープン授業，いつでもどこでも学べる授業の展開ヲ組性iこ合わせて学べる環境う挟橡をフルに活用
してヲアルとバーチャルをつなぐ教材づくりうなどう ICT教育の発展とともにう授業のスタイルも
劇的なイノベーションが起こりつつあります.小山田講演でもありましたがう今ラ教育の ICT化に
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同ヰ学としての詩学教育j
対して?さまざまな薪しい試みが進行しつつあります.そんななかでうバーチャル挟像の評価などう
いろいろな検討課題があります.
人関は等しく教育を受ける権利を持っているといっても?現状ではう特にヨヌドでは、格差が進行し
つつあります.IT技術はう教育の平等化を保樟するでしょうかうこうした問題を考えていきたいと
患います.またヲ高等教育研究開発推進センターの松下・語井組のご報告はラ今までここの大学に任
せていた高等教育の枠組みをラグローバノレ化の進む中で?欧米がどのような未来像を描いているか
現状とともに把握することができました.またう開発中のシステム MOSTが近く公表されるとの
ことで?夢のある未来が期待できラわくわくしました.会場iここられた関西大学の現場の授業実践の
経験を踏まえたきめ細かい LMS，CERSを開発された冬木さんのコメントは貴重で、した.日本発
で苦界に発告する ICTシステムの方向性が見えてきたような気がします.小山田講演の ICTをフ
/レiこ生かしシミュレーションを活用した可視化をソフト・ハードの両国からアプローチする意欲的
なお話は「教育システムのイノベーションj がう今ラ ICTを活用して教育システムを変えつつある
状況を実感させてくれました.その中でラ吉本の実績を踏まえた独創性のあるシステム構築ができ
る可能性が期待できそうです.今西ラ本来ならご講擦をお顕いしていたのですが‘ご都合でご出席が
実現しなかった飯吉透(IvlIT)講演はうプレ研究会としてう茎研と「あいんしゅたいん」の企画し
た「科学交流セミナーj としてラ§月 1213に関濯しました.進化する授業集司ラ進化する受講生うそ
して進化する教材という、職員室文化を基盤にする多くの方々の知恵、のネットワークを作る可能性
を垣間見た思いでした.銀吉・小山田・喜多・冬木ー福井・田口・松下など?それと IT関連;こ強いラ
鈴木 (KeP)・保田(ズームス)などが協力すれば素晴らしい多彩な人材のネットワークが形成され
るように患います，多彩な芽があるのでう [科学としての科学教育j研究会で、繋がったネットワー
ク形成へ向けた新しい動きに繋がれば面白いですね.
電子化の進んだ現代の科学教育のイノベーションが起こりつつある現在うこのような分野が突破
口になるかも知れません.
???
?
?
